
Rock-and-Rent のレンタルには必要なものがすべて揃っており、しかも高品質です。事前にすべて予約していただければ、ショートパンツで来ても問題ありません（カズベック
にも装備を届けます）。私たちは2001年からエルブルスを案内しており、装備は「エルブルスの条件に最高に適合するもの」だけを基準に選んできました。

そして、このリストは非常に慎重に作成しています。ガイドたちの総登頂回数は数千回に及び、不要なものはひとつもないと確信しています。

書類:

パスポート
海外パスポート
航空券（飛行機／列車）
医療保険
バウチャー（外国人用）

個人装備:

バックパック 30–40リットル
ダッフルバッグ 80–100リットル
マット
寝袋（快適温度：6〜9月＝-15℃〜-5℃、10〜5月＝-30℃〜-20℃）
トレッキングポール（リングは必ず70mm以上）
アイゼン
ピッケル（クラシックタイプ、細引き5–6mm・2〜3m付き）
アイススクリュー（別カラビナに装着）
登山用ハーネス
ヘルメット
カラビナ 5個（うち3個以上は大型が望ましい：ミトンでも扱いやすい）
セルフビレイ用ランヤード

衣類と靴:

エルブルスにスキーウェアは使えるのか？
アルパインブーツ（ダブル／トリプル、プラスチックまたはレザー）
※シングルはオーバーブーツ併用時のみ可（ゲイターとは別）
トレッキングシューズまたはトレッキングブーツ
※5月〜6月上旬は雪が残り、ブーツが圧倒的に有利
※6月中旬〜9月末はシューズでも代用可（捻挫リスクあり・防水性必須）
防水アウター（ジャケット＋パンツ、膜性能10,000/10,000以上推奨）
フリーススーツ
サーマルアンダーウェア上下
厚手で暖かいフード付きダウンジャケット
暖かいミトン
厚手の手袋（スキー用）
薄手の手袋（フリース）
バンダナ（谷では日除けに、寒さでは首・顔の保温に）
帽子
登頂日に使う暖かいトレッキングソックス
日除け用帽子
トレッキングパンツとTシャツ（長袖推奨）
トレッキングソックス（トレッキング日数分あると良い）

その他:



ヘッドランプ（連続点灯12時間以上）
サングラス（カテゴリー3–4、側面遮光必須）
スキーゴーグル（カテゴリー1–2、悪天候用）
魔法瓶 1リットル（蓋がボタン式でないもの推奨）
防風フェイスマスク（スカーフで代用可能な場合あり）
日焼け止め SPF30–50
リップバーム SPF15
個人用救急セット
弾性包帯／サポートバンド
ゲイター（必須ではないが5〜6月は有用）
化学カイロ（必須ではないが非常に役立つ）


